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Ａ．研究目的 
 
 泌尿器科領域において、AYA世代男性がんの代表
は、精巣腫瘍（胚細胞腫）である。しかし、発生頻
度が10万人に約1-2人と低く、患者のニーズ把握な
どついての研究は不十分である。また、AYA世代と
は言ってもやや年齢層が高く、就労や家庭、妊孕性
の問題を抱えながらの治療となる。 
本研究では、希少がんでありAYA世代男性がんの代
表である精巣腫瘍患者のニーズを把握し、問題点を
掘り起こしその対策を行うことを目的とする。 
   
Ｂ．研究方法 
 
京都府立医科大学付属病院で治療中および経過観
察中の患者に対して、本研究グループの統一調査票
を用いて実態調査を行う。また、精巣腫瘍患者会を
通じて、サバイバーの似ず発掘に努める。     
（倫理面への配慮） 
京都府立医科大学のＩＲＢ申請を行なった。 
回答は無記名で、アンケート用紙の返送をもって、
同意を得られたと判断する。 
 
Ｃ．研究結果 
 
妊孕性や就労についての不安が浮き彫りとなった
が、相談できる部署などが明確でなく、とくに男性
のがんの場合、その支援体制の脆弱性が明らかとな
った。 
 
Ｄ．考察 
 
社会生活や家庭生活の中で、中心的な役割を果た
してゆくべき年代であるが故のくのうがあると推
察された。妊孕性（精子保存や射精神経温存手術）
に対する周知がいきわたらず、情報が手に入りに
くいと考えられた。 

 
Ｅ．結論 
 
情報の周知の方法や医療者間のネットワークづく
りが必要と考えられた。婦人科領域で進んでいる事
象を参考に、男性がん患者に対する情報発信の方法
を模索する必要がある。 

 
 
Ｇ．研究発表 
 
 1.  論文発表 
Nakamura T et al. 
Post-chemotherapy laparoscopic retroperitonea
l lymphnode dissection is feasible for stage 
IIA/B non-seminoma germ cell tumor 
Int J Clin Oncol. 2016;21:791-5 
 
 2.  学会発表 
・中村晃和 「がんと性機能UP DATE2016」 
進行性精巣腫瘍における射精神経温存後腹膜リン
パ節郭清    
第27回日本性機能学会 2016/8/25-28, 大阪 
・中村晃和 「オンコロジーから見たがん・生殖医
療の現状と問題点」～精巣腫瘍～ 
第1回日本がんサポーティブケア学会 
2016/9/3-4, 東京 
・中村晃和 進行性精巣腫瘍の化学療法後残存腫瘍
に対する腹腔鏡下後腹膜リンパ節郭清 
第54回日本癌治療学会学術集会  
2016/10/20-22, 横浜 
 
Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
  （予定を含む。） 
 
該当なし 

 

研究要旨： 
希少がんであり AYA世代男性がんの代表である精巣腫瘍患者のニーズを把握し、問題点を
掘り起こしその対策を行う。 


